
ほこみち運営における各年度の目標設定

主要検証項目 1年目
2025.9～2026.6

2年目
2026.7～2027.6

3年目
2027.7～2028.6

4年目
2028.7～2029.6

全体 事業収支 ・年間収支成立
(治安維持警備員を含む)

・終了時に次期運営資金
として1000万円以上の
余剰金確保

本格運営時における
官民役割分担

・2029年度以降の制度
の方向性について協議
開始

・2029年度以降の制度の
方向性について合意
※4年目途中で次期公募

法人設立準備 ・法人設立準備
・法人設立

(3年目終了時)

・法人による実績づくり

収益の
検証

営利団体主
催イベント、デ
ジタルサイネー
ジ広告、等の
収益可能性

デジサイ ・設置協議完了・販売開始
・動画放映開始の合意

・通年を通したデジサイ・動
画の収益性の確認
・音声あり・動画の放映開
始の合意

バナー広告 ・バナー広告実施に向けた協議完了・販売開始 ・通年販売の収益性確認

広場貸出 ・通年を通した民間企画受入による収益性の確認
※収益最大化の実施方針検討

※収益最大化の実施方
針検討

※収益最大化の実施方
針検討

※収益最大化の実施方
針検討

新たな
収入源の模索

・新規財源確保手法の実施の官民協議完了
候補：・机・椅子を利用した広告販売

・モニュメント広告の販売

※継続検討 ※継続検討 ※継続検討

支出の
検証

警備費の削
減方針

治安維持警備 ・削減へのシナリオ・検証方針を大阪市と合意
※計画調整局が別途発注するなんば広場の安全管理に関するデジタル技
術の活用方策等に係る検討調査業務の受託者も含め検討

・削減の警察合意

交通警備 ・削減の警察合意

運営
ルール

マルイ前の
運営ルール

運営方針 ・運営ルールの設定
・2年目以降の活用方針の決定

・将来活用方針決定
→次期公募に反映

机・椅子の
設置

・2年目以降の机・椅子の常設設置方針の決定
(・机・椅子設置時に専用警備員設置無の合意）

なんさん南北
区域

なんさん
南北

・ほこみち区域の仮説設定・検証実施 ・ほこみち区域検証実施
・ほこみち区域方針決定
・制度設計の官民合意
・運営ルールの地域合意

・ほこみち制度導入
・将来活用方針決定
→次期公募に反映

■ほこみち運営(社会実験②)における主な検証内容 ※準備委員会資料より

[全 体]  本格運営時における官民役割分担
[収益の検証]  営利団体主催イベント、デジタルサイネージ広告、等の収益可能性
[支出の検証]  警備費の削減方針
[運営ルール]  マルイ前、なんさん南北の区域の運営ルール

※大阪市と未協議、変更の可能性有

※並行して、広場のコンセプトを実現するための活用方針の検討・実施 （スポット利用 など)、広場中央の机・椅子は継続設置
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2025年度 2026年度

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

全体

収益の
検証

デジタルサイ
ネージ

静止画等
緩やかな動画

通常速度の
動画

広告審議会

バナー広告

広場貸出

新たな
収入源の
模索

モニュメント広告

机椅子広告
利用

支出の
検証

治安維持警備

交通警備

運営 マルイ前 机・椅子の設置

運営ルール検証

なんさん南北 区域設定方針
検討

運営ルール

検証(調査)

2年度

静止画等

調査●分析 ●動画検証：大阪市合意

●調査 分析・協議

調査項目協議

調査項目協議

静止画等

★屋外広告物審議会

動画（音無し）動画放映合意●

ほこみち１年度
●占用予定者
確定

動画検証:２か月

※検証終了から２か月

ポイント１

審議会を年度内に開催し、4
月以降の販売を実現する

ほこみち運営1年度(～2026年6月末）までのスケジュール

警察
協議

机・椅子
の設置
(約1か月)

手続き
期間
(約1か月)

大阪市
協議

イベント
不可

検証
活用

検証活用 ※2027年8月末までの予定
警察
協議

沿道活用意向確認

区域設定パターン整理

警察協議

イベントルール検討
(過去の実績よりとりまとめ)

●区域仮説
設定

※机・椅子設置時はイベント不可

調査結果
とりまとめ

●調査実施

検証結果
警察報告警察協議(検証項目)

検証結果
とりまとめ

大阪市協議 ※警備日報をもとに協議

周辺施設連携方針検討

★9月以降の方針合意

大阪市
協議

検証結果とりまとめ

手続き バナー広告販売

課題整理

関係部署協議

関係部署協議

販売開始

販売開始

※イベント活用に合わせて歩行者通行量調査、アンケートなどの実施
※1年度・２年度で複数回検証を実施し、区域を決定

イベント受け入れ ※並行して、広場のコンセプトを実現するための活用方針の検討・実施 （スポット利用 など)

2年目以降の方針検討

警察協議：専用警備員の有無

2年目以降の準備

調査結果をもとに削減ステップ議論

大阪市協議(削減方針)

計調局
調査
※時期確認 調査結果をもとに削減ステップ議論 ●削減方針・検証ステップ合意

警察協議

●削減方針・検証ステップ合意

●ミナミフェス活用？

※大阪市と未協議、変更の可能性有

ポイント2

需要の高い年度末には商
品としての販売を実現する

机・椅子の常設設置方針の検討

※必要に応じて再度検証実施

★9月以降の方針合意

●

※万博期間は大阪市利
用の可能性有、要確認

ポイント5

沿道活用意向を確認したうえで、区域仮
説を設定し、イベント活用・検証を実施

ポイント3

計画調整局が別途発注
している業務と連携し、年
度内に方針合意を目指す

※警察の感触確認／必要に応じて追加調査

※警察の感触確認／必要に応じて追加調査

ポイント4

検証活用をした上で、1年度末(2026.6) 
に2年度9月以降の活用方針を決定する

【凡例】 準備員会検討

市協議 警察協議

検証関連
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